
令和６年度においては、いじめ認知件数０でした。 

 私たちはこの数字を過信せず、今後も些細な変化や兆しも「いじめの芽」として捉え、

組織的に対応してまいります。 

 御心配なことがありましたら、いつでも御相談ください。 


